
No 株主総会質疑内容 回答

1 取締役４名に2026年３月期の反省点および各業態の取り組みについて伺いたい。

（議長）
取り組み：前期の反省点を活かし、既存業態の再構築を進め、飲食店としての原点回帰、各地域に必要とされる店舗づくりおよ
びメニュー開発を行ってまいりました。
反省点：既存店の地域特性を完全に把握しきれず、PRの精度が不足しておりました。

（佐藤取締役）
取り組み：金融機関から調達した資金を投資し、改装・業態変更により利益を創出することができました。
反省点：期首のグランドメニュー変更（価格改定）の影響も含め、既存のお客様のご利用頻度等に変化が見られた点が課題であ
ると認識しております。

（三平取締役）
取り組み：2026年3月期においては食品事故等の重大な事象は発生せず運営できた点、修繕等の設備投資においてもコストを
抑え、採用についても堅調に推移いたしました。
反省点：教育については一定の効果はあったものの、なお不足していると認識しております。

（池田取締役）
反省点：前述のとおりでございます。
取り組み：営業利益の改善が見られた点、また社外取締役との意見交換会を実施いただいたことで、迅速な情報共有が図られ
た点でございます。

2
役員の方々は、コロワイドグループからの異動でアトムの役員になっているが、今後アトム社
員から役員になることは考えられるのか。

（議長）
2005年よりコロワイドグループとなって以降、アトム社員が取締役に就任した実例はございます。また、会社連結に伴い、グルー
プ会社の社員から取締役となる事例もございます。アトム社員として入社し、アトムを支えてきた人材が取締役および代表取締
役社長を務めることが理想であると考えております。

3
株主優待の見直しは残念ではあるが、中途半端に減らすのではなく、会社を整えるまで一時
休止という考えはなかったのか、また、今後休止の可能性はあるのか。

（議長）
今後において物価高が続く中で、収益基盤および財務基盤を強固にしていく必要があることから、今回株主優待ポイントを半減
させていただきました。株主優待の継続的な維持を重視する観点から、今回の見直しを実施したものでございます。休止につき
ましては現時点においては予定しておりません。

4
優先株について第２回、第３回、第４回がどのように支払われているのか詳しく教えてほしい。
また、招集ご通知に際しての電子提供措置事項に都道府県別で店舗数が記載されている
が、あわせて増減を記載してほしい。

（議長）
招集ご通知の都道府県別の記載につきましては、貴重なご意見として、来年以降記載してまいります。

（佐藤取締役）
優先株式については、優先的にお支払いする仕組みとなっております。また、普通株式と違い、無配であっても翌期以降に累積
して配当を行うことが義務付けられております。親会社が保有するB種優先株式につきましては、昨年６月にすべて償還を行って
おりますので、第２回、第３回優先株式については終了しております。第４回については、取引銀行が一部保有しているため、現
時点において一部残存している状況でございます。

5
取締役の方々があまり自社株を保有していないこと、また営業利益が黒字となったものの業
績連動報酬がないと理解しているが、株価や業績に対するインセンティブが少ないのではな
いか。

（議長）
会社を立て直すことが重要であり、個別にどのような能力を有する人材を起用するかという観点から、会社の再建を最優先に考
えております。インセンティブにつきましては、当初計画に対する達成度に応じて支給の有無・水準が決定される仕組みとしてお
りますが、まずは業績回復を最優先としてまいります。

6
原材料価格高騰の中で、価格据え置きや価格を引き下げてどのように業績を回復させるの
か。

（議長）
来店客数の確保を前提に、粗利額の最大化が重要と認識しております。地域によって家賃や賃金も異なりますので、第４四半期
に地域ごとの価格設定を試験的に実施いたしました。今後は地域価格も見据えた対応を進めてまいります。また、賃料が安く好
立地な店舗を業態転換を進めることで収益向上を図ってまいります。前期に立ち上げた新業態については、ノウハウも含め一つ
のモデルとして、来期以降に出店を進めることで収益の拡大を図ってまいります。

7
招集通知の交付書面は省略しすぎではないか。貸借対照表および損益計算書といった数値
関連は交付書面に掲載すべきではないか。

（佐藤取締役）
省略した背景は環境保護やペーパーレスを目的としております。また、交付書面を必要とされる場合は、事前にご連絡をいただ
ければ証券代行から発送しておりますので、交付書面が必要な場合は従前どおり対応させていただく予定でございます。また、
貸借対照表および損益計算書の掲載につきましては、来年の招集通知および株主総会に向けて検討してまいります。

8
自社株を保有していない役員が多いのは良くないのではないか。役員自身がこの会社は伸
びないと言っているようにも受け取られ、一般社員も不安になるのではないか。従業員が安心
して株式を購入できるような会社を目指してほしい。

（議長）
現メンバーはアトムをより良くしようと取り組んでおり、その成果をしっかりと数値に反映させることが私の責任であると認識して
おります。まずは業績回復を最優先としつつ、今後の検討課題としてまいります。

9
株主優待制度について、長期保有制度を設けている会社が多い。株価が下がったことで株主
数が増え、かえって優待費用が増えて逆効果になるのではないか。長期優待制度を設けるべ
きではないか。

（佐藤取締役）
優待制度は他社の事例なども踏まえ、検討させていただきました。優待変更に至った目的は、業績の回復と、収益が出る構造に
していくことを最優先とすることにございます。構造改革を実施し、最終の当期純利益の黒字化を達成することが最優先課題で
あると認識しております。
株主還元につきましては、優待制度の継続および将来的な復配の実現を基本方針としております。長期優待制度については検
討いたしましたが、現時点においては導入を予定しておりません。

10
従業員による不適切動画、内部通報ならびに手当てなどの働き方改革などについてどのよう
に評価しているのか、監査等委員の方から伺いたい。

（熊王取締役）
教育体制の実施および運用状況の確認が中心となりますが、当社は情報を迅速かつ隠さず共有する体制が整っており、指摘が
可能であることから、不祥事への対応について真摯に取り組めていると認識しております。また、内部通報件数は一定水準で推
移しており、不利な情報も含め社外に共有されており、さまざまな知見を有する方々からの指摘を受け、その後の取締役会にお
いても必ずアクションおよび報告がなされている点を評価しております。

11
ステーキ宮という屋号なので、ステーキにもっと特化した業態にしてほしい。改装・設備投資の
ポイントについてどこに注力しているのか分からない。ステーキに特化した店舗を試験的に実
施するだけでもよいので検討してほしい。

（議長）
業態単体ではなく、立地ごとの最適なポートフォリオ構築を重視しております。また、例としてステーキ宮から大戸屋への転換に
ついては、郊外のファミリー層への対応として、ホール側は大きな投資を行わず美装によりお客様満足度を高めることをポイント
としております。ステーキ宮については、現状パネルを外すなど、開放感を持たせ、外部からも店舗の状況が分かるような外装
への変更を図っております。また、ステーキ宮の厨房においては、肉を柔らかく美味しく提供できる機器を順次導入しているとこ
ろでございます。


